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1:はじめに
音楽などの音声データから各種変換や機械学

習等を用いて鳴らされている音の音程を判別

するということは長く行われてきているが、現在

の技術では、こういった方法で採譜したデータ

には多くの誤りがあり、とても正確であるとは言

い切れない。

また、最近は機械学習によってその正確性を高

めようとする試みが多く行われるようになってき

ている。

しかし最初から機械学習に頼るのではなく、そ

の音声のデータに適切な前処理を施すことで、

より正確に採譜が行えるのではないか、と思い

この研究を開始した。

2:目的
オーディオデータに様々な前処理を施し、その

データを音声から採譜するソフトで採譜し、どう

いった処理を施したものがより正確に採譜がで

きるのかを探る。

今回は、どのような前処理を施すべきかの検討

を行うため、既存のもので採譜を行った際にど

のようなデータならより正確に採譜を行えるか

を調べる。

3:方法
自作した曲のwavデータを、パート数や音色を
変更しつつ、BASIC PITCHという機械学習を
利用したオープンソースのツールを用いて採譜

を行い、その一致率を求める。

4:実験結果

グラフ1、2を比較すると複数の音色を含むデー
タの方が、一致率が低くなっている。

また全てのものを実際に聴き比べてみたとこ

ろ、音数の多いデータを採譜したものの方が一

致率が低下しているように聞こえるうえ、音の

絶対数が増加しており、メロディーなどが欠損し

たり混ざっている場合もあって、何の曲だった

のか分からなくなっていった。

5:考察
音数が増えるにしたがって、また様々な音色の

音が混じるにしたがって一致率は下がっていっ

ていると思われる。

また、耳で聞き比べた時の結果より、データの

一致率だけで正確かどうかの判定を行うのは

不適切ではないかと思われる。

特にパーカッションが入っているデータだと一致

率が大きく低下してしまう。

6:今後の展望
データの一致率の分母が可変長となってしまっ

ていることなどから、うまく一致率を出し切れて

いない可能性が高いのでmidiデータ比較用の
プログラムの改良を行う。

またこの結果をもとに、今後はオーディオデータ

に様々なエフェクトをかけて、その一致率の変

化などを探っていきたい。
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